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1．はじめに
 2005年3月20日10時53分，福岡県玄界灘を震源とするMj=7.0の地震が発生し、最大震度6弱を
記録した．本震後，全国の大学によって臨時地震観測がおこなわれた．そのデータをもとに様々
な解析が行われ，震源域の不均質構造や余震活動の特徴が指摘されている．内陸地震の発生過程
を理解するために震源域及び周辺の不均質構造を調べることは大変重要である．福岡県西方沖地
震の震源域周辺は断層延長上に警固断層が存在し，先行研究から断層周辺の不均質構造も指摘さ
れており非常に興味深い地域である．本研究ではこの地域の構造の特徴を調べるために，観測点
アレイと震源アレイを用いることで散乱体の推定を試みた．
2．手法
 ここで用いた地震は震源断層の南東部，博多湾に発生した深さ10kmより深いものを用いた．
相似波形をもつ地震群を選び，クロススペクトルを用いて相対震源決定を行い震源アレイとし
た．この震源アレイに用いた地震の数は21個，空間的な広がりは南北に250m，東西に400m，深
さ方向に400mである．一方，玄界島の北西部に15点の地震観測点を設置し観測点アレイとし
た．観測点間隔は約30mで全ての観測点に3成分地震計を設置した．震源アレイと観測点アレイ
のそれぞれの記録について直達S波到達後のコーダ部分に対してアレイ解析を行った．さらに，
観測点アレイと震源アレイを組み合わせて同時処理（double beam method）を行った．
3．結果
 観測記録に4-16Hzのバンドパスフィルターをかけた後，各記録の振幅を規格化し，様々な散
乱波の到来方向に対してS波のスローネスを与えて波形をスタックした．この処理を1つのイベン
トに対して行い，全てのイベントについて足し合わせて散乱体分布のイメージを得た．この結
果，震源アレイとして用いた地震群の周辺に散乱体が分布することがわかった．また、震源アレ
イと観測点アレイを同時に処理することで断層北西部と南東部にも散乱体の分布が見られた．こ
の結果は先行研究と矛盾しない．断層北西部の散乱体についてはアスペリティの周辺部に位置し
ているようにも見える．しかし、北西部については震源アレイから遠いため断言はできない．今
後はアスペリティに近い観測点アレイを用いて別の地震を解析することによりアスペリティと不
均質構造との詳細な対応を検討する予定である．


